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福島原発行動隊 院内集会メモ 2024.5.10 

 

講師 金子熊夫氏 

 

問  日本は地震津波大国。 人口密集、 平地が少ない。 原発には向いていな

い。 敢えて造れば経済性はない。 この 50 年で結論は出ているのでは   

ないか。 

 

答   地震大国であっても技術的対応は可能と考えている。「地震大国だから   

原発はだめ」は短絡的。 福島第一原発事故以降、技術的にも安全性は   

改善されている。 現にフィルターベントなども設置されている。 東電は

大チョンボだったが、日本で原発がダメということはない。 

   高コストになるというが、国家の安全という観点からすれば、コストは 

優先しなくてもよいと考える。 再生可能エネルギーは出力が小さいが 

原発は出力が巨大だ。 

 

問  原発が軍事的攻撃に耐えられないのなら、最初からやらない方がよいの

ではないか。 

 

答  ミサイルで攻撃するにせよ、相当の精度が必要となる。 仮に命中しても   

丈夫に造られているが、万一のことばかり考えて原発をやらないという

のは国のエネルギーセキュリティーからするとダメだ。 原発以外にも 

水力のダムも危ない。 原発だけ危ういというのは個人の感性としても 

おかしい。 

 

問  福島第一原発のリスクをどう考えているのか。 地元の人間として心配 

している。 

 

答  国も電力会社も被災者の救済や廃炉について懸命にやっている。 

   スリーマイル島原発は今になって隣の原発の廃炉と一緒に廃炉をやり始

めた。 チェルノブイリ原発は無責任だが石棺にしている。 石棺は日本は

やるべきでない。 デブリの取り出しなど困難ではあるがやるしかない。

難しいことを認めながらも取り組んでいかねばならず、怒っていてばか

りではダメ。 
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問  使用済み燃料の処理処分などバックエンドはどう評価しているのか。 
 

答  2030 年までにはたいしたことは出来ていないだろう。 しかし、日本原燃

も懸命に努力している。 彼らの士気が低下しないようにしなくてはなら

ない。 ハードルは高いようだが、せっかくここまでやってきたのだから

続けるべきと思う。 ゴールは見えている。 自分は再処理はダメだとは 

思っていない。 フランスでは出来ている。 自分は原発が未来永劫必要で

あるとは言っていない。 再生可能エネルギーが拡大すると余って捨てて

いる。 必要なのは安くて大容量の蓄電池だ。 これが出来れば再生可能 

エネルギーで OK だ。 

 

問  原子力基本法改正で原発回帰に向かっているが現状をどう思うか。 
 

答  今回の改正や運転期間の延長は当然のことで、遅きに失したと思って  

いる。 地震があっても安全な原発は可能だと思っている。 バックエンド

問題も遅れてはいるがダメだとは思っていない。 資料の最後には今後の

課題を書いてあるが、海上の原発、離島の最終処分場などが良いと考えて

いる。 NUMO が今やっていることは、現町長は良くても、将来地元が NO

となると困る。 だから広い EEZ にある孤島に処分場を造ればよい。 南鳥

島は地盤が安定していて大きな地震が起きないところだと地質学者が 

言っている。 

 

問  エネルギー政策全般についての考え方は 
 

答  大事なことは、原発に関する個人的な心配はわかるが、国として生き残る

ために何を選択するかだ。エネルギーの確保に真剣に取り組むべきで、外

交上から言えば中国製の太陽光パネルばかりになっても困る。原発はい

ろいろ難点もあるが、国のためには必要だ。100 年後には原発はいらなく

なるかもしれない。 

大局的に考えて欲しい。我々はオイルショックの時の経験があり、2 度

と起こしてはならないと考えた。これからの人もその考えに立ってほしい。

個人の気持ちと国としての立場のバランスの問題だと思う。今は原子力技

術者が声を上げずに萎縮しているのが問題だ。他のエネルギー源も含めて

徹底的に議論すべきで、2 項対立的に敵対、けんか腰はよくない。個人と

国家を区別して考えることが必要だ。自分がもし原発事故の被災者だった

ら違う考えになったかもしれないことは認めるが、国全体で本格的な議論

をしないままなのはいけない。 
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問  福島第一原発の処理水の問題をどう考えるか。 

 

答  日本の技術屋を信用している。 IAEA も認めている。 自然界にも放射能

はたくさんあり、中国の言っていることは科学的ではない。 海は十分に

大きいので希釈出来る。 

 

問  諸外国の原発の動向はどうなのか。 

 

答  独裁国家はやるとなれば指導者の言う通りになる。 そうでない国は千差

万別の対応しとなっている。 東南アジア、たとえはフィリピンは関心を

見せている。 COP の場でも原発の必要性を主張する意見も出てきた。   

また、昨年は EU が原子力外しを撤回した。 ドイツだけは原発ゼロを通し

ているが、電気代は高騰し、電気を輸入に依存していて無責任だ。 

   スエーデンが一度は全廃に向かったが、今はまた原発を造ろうとして  

いる。 グローバルに見ると原発をやろうという国が多くなっている。 

 

問  今の日本の情況を見ると原子力に人気がなく関心のある学生も減ってい

る。 福島第一原発から 3 キロに家がある立場から言うと、国家的立場に

は立ちづらい。 廃炉はどうなるのか。 

 

答  廃炉や地域復興に関しては国も電力会社も良くやっていると思う。 廃炉

にも人材が必要であり、大学がしっかりしてほしいと思う。 その点、   

大変憂慮している。 大学側にも最近は原子力部門を復活させようという

動きもある。 若い人に原子力に希望を持たせるようにしなくてはならな

い。 原子力村の人たちも勇気を持って発言をしてほしい。 マスコミにも

打って出るべきであるが、その勇気と努力が不足している。 原発は票に

ならないので、何も言わない政治家が多いのも問題だ。 

 

問  台湾が洋上風力に力をいれているのが参考にならないか。 

 

答  今の政権がそのような政策を採っている。 政権が変われば原発回帰する

かもしれない。 台湾の原発関係者は優秀だ。 もっと日本も交流を盛んに 

することが必要だ。 

 

                               以上 

 


